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シリーズ 長篠・設楽原の戦い［歴史秘話］ 第24回

「鳳来寺山表参道」  新城美術協会　城所博雄さん（富保）の作品です。

春めいて、奥三河

P4〈特集〉脱！交通事故 ～安全・安心なまちを目指して～

思いをぶつけた中学生議会
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夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

板
内
案

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
３月３日㈰、１０日㈰、１７日㈰、
２０日㈷、２４日㈰、３１日㈰
休日診療所は日曜日、国民の祝日
などに診療を行います。
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～８時30分
【専門科】午後７時～10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp

3 緊急医月
1

2

9

10

12

13

16

23

26

30

金

土

土

日

火

水

土

土

火

土

さくら眼科（上平井）

星野病院（大野）

宮本病院（海老）

石川整形外科クリニック（平井）

石川整形外科クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

茶臼山厚生病院（富沢）

皮フ科新栄クリニック（平井）

星野病院（大野）

22-4100

32-1515

35-0811

24-6500

24-6500

24-3222

22-1150

22-2266

24-6022

32-1515

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

☎ 本市の市外局番は です。0536

　２月４日㈪、中学生議会が議場で開
催され、市内の６中学校の生徒25人が
市長に対し、自分たちの身近な問題や
市政に関する質問・提案を行いました。
本市の将来を担う生徒たちの頼もしい
姿を見ることができました。

中学生議会

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成25年2月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口
　前月比の合計と異動事由の集計
　が一致しない月もあります。
※住基法の改正により、８月１日
　現在から、外国人住民を含んだ
　人口と世帯数に変更しました。

総人口…50,326人
男………24,822人 （－4）
女………25,504人 （－14）

世帯数………………17,237

出生……22人
死亡……71人
転入……94人
転出……61人

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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集
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※平成２5年1月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

こ に はん ちこ に はん ち 赤ちゃん
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（右）兄：陸くん ４歳 （平成20年7月7日生まれ）
りく

（左）弟：蒼空くん １歳 （平成23年5月8日生まれ）
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す
。
20
歳
代
は
、
自
己
中
心
的
な
運
転

や
速
度
の
出
し
過
ぎ
だ
と
言
え
ま
す
。

60
歳
代
以
上
は
、
身
体
的
能
力
の
衰
え

や
運
転
操
作
の
慣
れ
な
ど
が
原
因
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

類
型
別
で
は
、
単
独
事
故
が
51
件

（
約
20
％
）
と
県
下
平
均
の
5
倍
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
速
度
の
出

し
過
ぎ
と
緊
張
感
の
欠
如
が
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
故
件
数
を
減
ら
す
た
め

警
察
署
と
連
携
し
、
70
歳
以
上
の
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
住
民

基
本
カ
ー
ド
の
無
料
交
付
を
実
施
し
た

り
、
高
齢
者
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
行

な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
気

を
配
り
、
よ
り
一
層
、
交
通
事
故
を
減

少
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ハンドルキーパーを決めよう!

飲酒運転Ｑ＆Ａ

ハンドルキーパーとは、自動車で仲間と飲
食店へ行く際、お酒を飲まないで、仲間を
安全に自宅まで送り届ける人のことです。

酒を飲んでも数時間寝れば、飲酒運転にならないのでは？
飲酒運転になる可能性があります。一般的にアルコール
を消化するには、日本酒3合で約8時間、5合で約11時
間と言われています。気を付けましょう！

Q
A

脱! 交通事故
～安全・安心なまちを目指して～
　愛知県の交通死亡事故は全国ワースト1位。市内は減少傾向ですが、若者や高齢者を中心に事故の当事
者になるケースが目立ちます。一人ひとりが交通安全に気を配り、事故のないまちを目指しましょう。

市
内
の
交
通
事
故
件
数
は
減
少

　
昨
年
、
市
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は

１
昨
年
と
同
数
の
2
人
で
し
た
が
、
人

身
、
物
損
事
故
と
も
に
約
1
割
減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
身
事
故
は
、
過
去

10
年
間
で
最
も
少
な
い
２
５
５
件
で
し

た
。

　　

特
徴
と
し
て
、
地
区
別
で
は
、
新

城
・
鳳
来
地
区
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

作
手
地
区
で
は
16
件
か
ら
25
件
と
増
加

し
ま
し
た
。

　

事
故
の
当
事
者
を
年
代
別
で
見
る

と
、
20
歳
代
の
若
者
と
60
歳
代
以
上
の

加
害
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

　交通事故は、人の命を一瞬で
奪ってしまいます。被害者やそ
の家族はもちろん、加害者の方
も補償や精神的な負担など、悲
惨な結果が待っています。
　そこで、警察からのお願いで
す。自動車運転中は速度を控え
めにし、気持ち・時間に余裕を
持つとともに、「ぼんやり運転」
「だろう運転」はしないように
してください。歩行者は、夜間
の外出時、明るい色の服装を
し、反射材を身に着けましょ
う。また、自転車の事故が昨年
22件と多発しています。自転
車は車両の仲間です。無灯火、
二人乗り、信号無視などは危険
で事故に直結する違反ですので
やめてください。
　こうしたことを守っていただ
き、市民、市、警察が連携し、
全市民の願いである「日本一安
全なまち“新城”」を築きましょ
う。

InterviewInterview
インタビュー

愛知県新城警察署
交通課長

大野　眞 さん

交
通
事
故
の
あ
ら
ま
し
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市内の人身事故の推移
（件） （人）人身事故件数 死者数
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0
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

市内の事故の当事者年代別発生状況（人身事故件数：H24）
加害者 被害者

18
14

39

29
25

36

28 27

36

19

30

16
22

12

56

28

（件）

　
死
亡
事
故
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位

　
昨
年
、
県
下
の
交
通
事
故
死
者
数
は

２
３
５
人
で
、
2
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス

ト
1
位
と
危
機
的
な
結
果
で
し
た
。
交

通
死
亡
事
故
が
多
い
理
由
は
、
①
車
両

の
保
有
台
数
が
全
国
1
位
で
あ
る
②
自

動
車
の
依
存
率
が
ほ
か
の
大
都
市
と
比

べ
て
高
い
③
幅
員
の
広
い
道
路
が
整
備

さ
れ
速
度
が
出
や
す
い
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
事
故
の
特
徴
と
し
て

は
、
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
事

故
が
約
半
数
以
上
を
占
め
る
②
交
差
点

事
故
の
比
率
が
43
％
③
自
転
車
乗
車
中

の
事
故
が
約
20
％
④
飲
酒
運
転
に
関
連

す
る
事
故
が
14
件
⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
者
の
比
率
が
54
％
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
多
発
傾
向
は
今
年
に
な
っ

て
も
続
き
、
県
知
事
は
1
月
21
日
㈪
に

「
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」
を
発
令

し
ま
し
た
。

愛知県警察マスコット「コノハけいぶファミリー」
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全
国
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
多
く
の
子

ど
も
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
、
昨
年
９
人
の
児
童
が
軽
傷
を
負
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
内
各
小
・
中
学
校
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守
ろ
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
体
験
し
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

鳳
来
中
部
小
学
校
で
１
月
28
日
㈪
「
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
交
通
安
全
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
東
名
高
速
道
路
建
設

に
伴
い
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
数
多
く
市
内
を

走
行
し
て
い
る
た
め
、
児
童
の
安
全
を
促
す

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
教
室
で
は
、

新
城
警
察
署
と
建
設
会
社
が
協
力
し
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
の
内
輪
差
の
認
識
や
死
角
を
実

際
に
体
験
し
、
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

「
ハ
ン
ド
ア
ッ
プ
運
動
」で
事
故
防
止

　

鳳
来
中
部
小
学
校
で
は
「
ハ
ン
ド

ア
ッ
プ
運
動
」
に
力
を
入
れ
、
校
門
に
は

「
横
断
は
ハ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
で
」
の
横
断

幕
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ハ
ン

ド
ア
ッ
プ
と
は
、
道
路
横
断

時
に
手
を
挙
げ
て
渡
る
こ
と

で
す
。
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

横
断
者
の
姿
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
認
識
さ
せ
意
思
疎
通
を
図

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
歩

行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
思
い

や
り
の
心
を
持
っ
て
命
を
尊

重
し
、
鳳
来
中
部
小
学
校
の

〝
愛
〞言
葉「
自
分
を
大
切

に
し
、
ま
わ
り
を
大
切
に
す

る
」
教
育
へ
と
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。

　　
千
郷
小
学
校
全
児
童
が
所
属
す
る
千

郷
学
区
交
通
少
年
団
が
、
昨
年
6
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
千
郷
学
区
交
通
少
年

団
指
導
育
成
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て

設
立
し
た
も
の
で
、
20
人
の
通
学
団
長

を
中
心
に
、
新
城
警
察
署
な
ど
交
通
関

係
団
体
と
と
も
に
啓
発
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま

す
。
　

団
長
は
、

県
交
通
少
年

団
集
合
訓
練

へ
参
加
し
た

り
、
県
警
指

令
室
の
見
学

を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月

に
は
、
全
５
・
６
年
児
童
を
対
象
に

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
て
、
交
通
安
全
へ
の

意
識
を
高
め
、
下
級
生
へ
の
指
導
へ
と

つ
な
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
は
、

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
、
県
の
交
通

安
全
功
労
者
等
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
な
る
交
通
安
全
の
意

識
を
全
校
児
童
へ
浸
透
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
へ
も
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。

　　
市
内
に
は
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
々
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
は
、
有

志
で
活
動
す
る
「
地
域
の
安
全
安
心
の

会
」
を
紹
介
し
ま
す
。
八
名
地
区
で
昨

年
６
月
に
会
員
10
人
で
発
足
し
、
現

在
、
市
の
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
補
助
金
を
活
用
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
で
の
児

童
の
交
通
事
故
防

止
と
し
て
、
八
名

地
区
の
主
要
交
差

点
と
横
断
歩
道
80

カ
所
に
足
跡
マ
ー

ク
を
貼
り
ま
し

た
。
児
童
は
道
路

を
渡
る
時
、
こ
の

足
跡
で
止
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
青
色
回

転
灯
を
６
カ
所
設
置
し
、
防
犯
を
呼
び

か
け
た
り
、
さ
ら
に
、
痴
漢
や
車
上
狙

い
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
週
１
回
夕
方
に

１
時
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
隊
員
を
集
め
る

の
は
大
変
だ
が
、
地
域
の
方
か
ら
ご
苦

労
様
と
言
わ
れ
る
と
涙
が
出
る
ほ
ど
う

れ
し
く
な
る
。
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
他
の
地
域

で
も
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
と
連
携
し

て
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
目
標
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
「
声
掛
け
運
動
」
を
す
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
夢
は
広
が
り
ま
す
。

地
域
を
支
え
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

平成24年度
交通安全啓発ポスター

入賞作品

平成24年度
交通安全啓発ポスター

入賞作品

鳳来寺小学校
２年
高橋克揮くん

千郷小学校
５年
池田航規くん

鳳来中部小学校
6年
中村香耶さん

千郷中学校
１年
丸山慧也くん

鳳来中学校
３年
澤村亮美さん

教
育
の
現
場
か
ら
命
を
守
る

地
域
の
力
で
安
全
・
安
心
に

交
通
少
年
団
が
発
足

　今までダンプが通っても、気

にしていませんでした。しか

し、ダンプには死角があること

を知りました。近くを通るとき

は気を付けたいです。

InterviewInterview
インタビュー

6年
外山 侑里佳さん

　歩行中ダンプがスピードを出

して、危ないと思ったことがあ

ります。運転する人も人が飛び

出して来ないか心配だそうで

す。これからもハンドアップを

続け、自分がいることを気付い

てもらいたいです。

6年
鈴木 郁也くん

内輪差による巻き込み実験 死角体験内輪差による巻き込み実験

乗車体験乗車体験

死角体験

取材を終えて
　交通事故を1件でも減らすために、
警察、学校、地域など多くの方が対策
を講じています。「交通事故は誰にで
も起こる」と自覚し、自分が加害者・
被害者にならないよう十分注意しなく
てはならないと感じました。
　特集の感想を秘書広報課へお寄せい
ただければ幸いです。

23－7296
info@city.shinshiro.lg.jp

FAX

em
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軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
名
義
変
更
・

廃
車
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

TEL

税
務
課
　　
23
‐
7
6
1
5

問
本

TEL

TEL

TEL

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す

TEL

税
務
課
　　
23
‐
7
6
1
5

問
本

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク

な
ど
を
所
有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
廃
車
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど
に
よ

り
実
際
に
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
４
月
１
日
㈪
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
住
民
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
な
ど

の
方
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
徴
収
し
、
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

こ
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
、
地
方
税
法
お
よ
び
新
城
市
税
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
を
支
払
う

事
業
主
は
、
原
則
、
全
て
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
個
人
住
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
７
月
、
県
と
県
内
全
市

町
村
が
参
加
し
て
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
推
進
を
図
る
目
的
で
、
愛
知

県
個
人
住
民
税
特
別
徴
収
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
市
で
は
平
成
26

年
度
ま
で
に
特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
よ
う
事
業
主
の
方
へ
の
呼

び
か
け
、
広
報
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課

税
制
度
が
な
い
た
め
、
年
度
途
中
で

廃
車
手
続
き
を
し
た
場
合
で
も
、
既

に
納
め
た
税
金
を
還
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

車　種
原動機付自転車
（排気量125㏄以下） 　税務課　　　　23‐7615

　地域振興課　　32‐1983
　地域振興課　　37‐2279小型特殊自動車

（農耕作業用・そのほか）

軽二輪車
（排気量125㏄超
250㏄以下）

愛知県軽自動車協会 豊橋分室  
　0532‐34‐4601

二輪の小型自動車
（排気量250㏄超）

中部運輸局愛知運輸支局
豊橋自動車検査登録事務所
　050‐5540‐2049

軽自動車(三輪・四輪)
軽自動車検査協会
愛知主管事務所豊橋支所
　0532‐34‐3311

手続先

本

鳳

作

●
特
別
徴
収
の
仕
組
み

（５月31日まで）（５月31日まで）

（６月から翌年５月
までの給与支払日）

（1月３１日まで） 市町村
税額の計算

特別徴収義務者
（給与支払者）

納税義務者
（給与所得者）

市町村
税額の計算

特別徴収義務者
（給与支払者）

納税義務者
（給与所得者）

（翌月１０日まで）

給与支払報告書の提出
①

②

③④

⑥⑤

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

　
市
で
は
、
重
要
な
施
策
・
計
画
な

ど
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
案

を
担
当
課
の
窓
口
、
広
報
し
ん
し
ろ

「
ほ
の
か
」、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
を
反

映
し
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
こ
れ
を
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
言
い
ま
す
）

　
今
月
号
は
、「
第
２
次
新
城
市
地
域

情
報
化
計
画
（
案
）」の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
数
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
市
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
意
見
を
提
出
で

き
ま
す
。

意
見
を
担
当
課
へ
持
参
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

市
の
計
画
に
あ
な
た
の
大
切
な
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

対応

皆さんの貴重な声を、
市政に届けてみませんか？

パブリックコメント制度の流れ

計画案などについて、
皆さんから意見・
情報の募集

意見・情報の検討
最終的な意思決定

提出された意見の概要
市の考え方を公表

最終案を決定

政策などの実施 TEL

秘
書
広
報
課
　　
23
‐
7
6
2
3

問
本

　
市
で
は
、「
第
２
次
新
城
市
地
域
情

報
化
計
画（
案
）」に
対
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間

　
２
月
22
日
㈮
〜
３
月
21
日
㈭

提
出
方
法

住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
次
の

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
情
報
シ
ス
テ
ム
課
へ
持
参
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

②
郵
送
す
る
。

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　
情
報
シ
ス
テ
ム
課

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
23
‐
２
０
０
２

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　

joho@
city.shinshiro.lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、
鳳
来
・
作
手

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
窓
口

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

「
第
２
次
新
城
市
地
域
情
報
化
計
画（
案
）」へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

TEL

情
報
シ
ス
テ
ム
課
　　
23
‐
7
6
1
2

問
本

em FAX
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作
手
出
張
所

　
　
　
　
37
‐
2
4
6
6

　
目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
、
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
救
急
車
が
来
る
ま
で
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
て
は
、
助
か
る
命
も
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時

に
、
慌
て
て
何
も
で
き
ず
に
後
悔

し
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
機
会
に

救
命
処
置
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
勇
気
の
一
歩
が

「
命
」
を
救
い
ま
す
。　

３
月
３
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午　

消
防
署
作
手
出
張
所
（
作
手
総

合
支
所
東
側
）　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法

中
学
生
以
上

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て

は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
治
療
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
企
画
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
0

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
3

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
5
9

　
平
成
24
年
度
に
事
業
を
実
施
し

た
団
体
に
よ
る
成
果
報
告
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
活
動
を
予
定
し
て
い

る
住
民
組
織
や
市
民
団
体
の
方

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
生
の
声
を
聞

き
、
つ
な
が
り
を
持
つ
絶
好
の
機

会
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
活
動
中
の
方
も
、

他
団
体
の
活
動
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。３

月
10
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
定
）

文
化
会
館
大
会
議
室

事
業
成
果
報
告
を
事
業
実
施
団

体
の
う
ち
代
表
６
団
体
が
行
い

ま
す
。
各
団
体
質
疑
応
答
を
含

め
、
20
分
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

３
月
５
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

無
料

参
加
自
由
で
、
お
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

春
の
春
の

ヤングフォーマルも充実!
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

催
し・行
事

em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

広
告

　
　
観
光
課
　

　
　
　
32
‐
1
9
8
5

　
　
市
観
光
協
会

　
　
　
32
‐
0
0
2
2

　
戦
国
時
代

の
武
将
や
姫

に
な
り
き
っ

て
、
長
篠
合

戦
を
体
感
し

ま
せ
ん
か
。

５
月
５
日
㈷

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
１
時

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
長
篠

城
址
ま
で

長
篠
合
戦
に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦

国
武
将
15
人
と
姫
４
人
に
扮

し
、
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら

長
篠
城
址
ま
で
の
約
２
㎞
を
歩

き
、
長
篠
城
址
で
の
式
典
・
撮

影
会
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
鎧
や

着
物
の
重
さ
10
㎏
を
身
に
付
け

ま
す
）

・
４
月
１
日
㈪
時
点
で
中
学
生
以

上
の
方

・
４
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
行
う
事
前
説
明
会
に
出
席
で

き
る
方

時所内対￥応 問
本

TEL

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で
音
楽

や
美
術
を
学
ん
で
き
た
新
城
ゆ
か

り
の
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
、
そ
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
。
新
城
の
新
し
い
文
化

を
創
造
し
て
く
れ
る
若
い
力
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

演
奏
会

３
月
24
日
㈰

午
後
２
時

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

一
般　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
２
０
０
円

展
示
会

３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

文
化
会
館
展
示
室

絵
画
な
ど
の
展
示

無
料

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
3

「
つ
る
し
雛
展
」

　

晴
れ
着
の
う
さ
ぎ
・
和
尚
さ

ん
・
野
菜
な
ど
を
、
古
布
を
使
っ

て
一
針
一
針
心
を
込
め
て
作
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
優
し
い
良

い
子
に
育
つ
よ
う
に
と
願
っ
て
飾

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
月
・
火
曜
日

　
　
　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
6
0

３
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分

蒲
郡
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

「
室
内
の
地
震
対
策
」

た
く
み
設
計
室

　
　
　
　
代
表　
鈴
木
啓
之
氏

５
０
０
人
（
先
着
順
）

無
料

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
防

災
安
全
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

23
‐
２
０
０
２

bosai@
city.shinshiro.lg.jp

手
話
通
訳
あ
り
。
参
加
者
に
は

災
害
時
に
役
立
つ
防
災
グ
ッ
ズ

を
贈
呈
し
ま
す
。

無
料
（
昼
食
は
各
自
）

は
が
き
に
希
望
者
全
員
（
4
人
ま

で
）
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
代
表
者
の
氏
名
に
◎
印
を
付

け
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果

は
代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

3
月
22
日
㈮　
必
着

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
６
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

鳳
来
総
合
支
所　
地
域
振
興
課

「
於
大
ま
つ
り
」
見
学
申
込
係

　
　
福
祉
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
4

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　
市
障
害
者
手
当
（
平
成
24
年
12

〜
３
月
分
）
を
３
月
29
日
㈮
に
振

り
込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
福

祉
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人　
７
，０
０
０
円

※
個
人
・
集
合
写
真
各
１
枚
、
保

険
料
、
昼
食
代
、
衣
装
代
を
含

み
ま
す
。

市
観
光
協
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
た
め
、
初
め
て
の
方
を
優

先
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
月
15
日
㈮

　
　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
　
32
‐
0
5
1
3

　
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
知
多
郡

東
浦
町
の
「
於
大
ま
つ
り
」
を
見

学
し
、
東
浦
の
春
を
満
喫
し
ま
せ

ん
か
。

4
月
20
日
㈯

午
前
8
時　
鳳
来
総
合
支
所
発

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
舎
経
由
）

午
後
5
時　
帰
着
予
定

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

東
浦
町
於
大
公
園
・
於
大
の
み

ち
・
乾
坤
院
一
帯

市
内
在
住
の
方

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

「
合
戦
行
列
出
演
者
」
募
集

東
浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」

見
学
者
募
集

東
三
河
地
域
防
災
協
議
会

防
災
セ
ミ
ナ
ー

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

「
に
こ
に
こ
」

平
成
24
年
度

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
成
果
報
告
会

時所

所 時

所内対 時

所対定 時

内対定持他

内

時時 所

時所他時所内講定￥

￥

応

応〆

￥応〆 em他

￥￥ 所内

問
申

消

問
本

TEL
鳳

TEL
作

TEL

New
 Artists Fes.2013

募
集TEL

問
申

鳳
TEL

問
申

鳳
TELTEL

普
通
救
命
講
習
会

手
当
て

市
障
害
者
手
当
の
振
り
込
み

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見遺言／相続／後見

飯田線新城駅前すぐ【見積り無料】【初回相談無料】

★会社・ＮＰＯ／補助金／入国管理／建設業／農地法／離婚／内容証明　ほか☆

観
来
館
３
月
の
展
示

み
に 

こ
ん 

か
ん

問
本

TEL

問
申

本
TEL

FAX

問
鳳

TEL

ひ
ろ 

ゆ
き

問
本

TEL
鳳

TEL
作

TEL

AED

け
ん 

こ
ん 

い
ん お

 

だ
い

よ
ろ
い
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い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、

議
事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
　
防
災
安
全
課

　
　
　
23
‐
7
6
6
0

　
「
交
通
安
全
は
全
市
民
の
願
い
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族

が
、
い
つ
交
通
事
故
に
遭
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
う
し

た
場
合
に
備
え
て
、
わ
ず
か
な
掛

け
金
（
一
人
年
額
３
６
０
円
）
で

助
け
合
う
交
通
災
害
共
済
に
、
家

族
揃
っ
て
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

問
本鳳作

TEL

問
本

TEL

TEL

問

問他hp

TEL
TELTEL

　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　
市
遺
児
手
当
（
平
成
24
年
12
〜

３
月
分
）
を
３
月
29
日
㈮
に
振
り

込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
込
口
座
へ
の
入
金
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
議
事
調
査
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
7

　
市
議
会
３
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日
時

２
月
27
日
㈬　
予
算
大
綱
説
明

　
　
　
　
　
　
教
育
方
針
説
明

３
月
11
日
㈪　
一
般
質
問

３
月
12
日
㈫　
一
般
質
問

３
月
13
日
㈬　
一
般
質
問（
予
備
日
）

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す　両親を亡くし女中奉公に出

た武家の娘奈々。奉公先の主
人に無実の罪を着せた男は、
父の仇敵でした。父の無念を
晴らしたいと願う娘の姿を描
く時代小説です。

「蛍草」

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

おすすめ本の紹介

新城図書館のご案内

は  む ろ 　 　 り ん

ほたるぐさ

葉室　麟 / 著　双葉社

　元気や勇気をくれたり、
新しいことに気づかせてく
れたり、生き方までをも変
えてくれるような素敵なセ
リフが登場します。詳しい
作品紹介もありますので、
ぜひご利用を。10代向け
の本です。

「ぐっとくる文学のセリフ１０１」
あさのあつこ/監修　すずき出版

　登場する動物たちが読む
本(ページ)が、どんどん小
さくなっていきます。話の
展開とともに不思議な世界
が広がっていく、楽しい、
仕掛け絵本です。
■３月は、「入学、入社…新生活を迎える
人々へ、おすすめの本」を特集します。
■ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」関連本
は、年間を通じて特集しています。

「このあかいえほんをひらいたら」
ジェシー・クラウスマイヤー/ 文　
スージー・リー/絵　　講談社

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

ら
３
月
７
日
㈭
ま
で
の
一
週
間
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
、
空
気
が
大
変
乾
燥

し
、
火
事
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
り
ま
す
。
こ
の
運
動
を
機
会
に
、

防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
過
去
の
山
火
事
の
多
く
が
こ
の

時
季
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
は
人
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
、
た
き
火
、
火
遊
び
に
よ

る
も
の
で
す
。

 

そ
の
た
め
、
次
の
事
項
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
火
入
れ
や
た
き
火
を
行
う
時

は
、
周
り
の
枯
れ
草
な
ど
に
注

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

豊
川
年
金
事
務
所

　
０
５
３
３
‐
８
９
‐
４
０
４
２

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

　
　
予
防
課

　
　
　
22
‐
4
8
0
2

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

「
消
す
ま
で
は

　
　
　
出
な
い
行
か
な
い
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
離
れ
な
い
」

を
統
一
標
語
に
、
３
月
１
日
㈮
か

　
　
市
民
保
険
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
5

　

い
ま
だ
約
２
，２
０
０
万
件
の

持
ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

受
付
時
間

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

・
第
２
土
曜
日

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を

春
の
火
災
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

山
吉
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か

対

意
し
、
必
ず
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の

消
火
器
具
を
準
備
し
、
火
か
ら

目
を
離
さ
な
い
。

・
風
の
強
い
日
は
、
外
で
の
火
の

取
り
扱
い
を
し
な
い
。

・
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
は
投
げ
捨

て
ず
、
携
帯
灰
皿
を
使
用
し
、

必
ず
火
を
消
す
。

・
火
遊
び
は
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
大
切

な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
防
災
安
全
課

　
新
城
警
察
署 

　
　
22
‐
0
1
1
0

皆
さ
ん
の
情
報
が
犯
人
逮
捕
に
つ

な
が
り
ま
す

　
皆
さ
ん
の
生
活
を
脅
か
す
ド
ロ

ボ
ウ
を
一
人
で
も
多
く
逮
捕
す
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

　
「
ド
ロ
ボ
ウ
？　

確
か
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
は
思
わ
ず

に
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
ド
ロ
ボ
ウ
で

は
？
」「
こ
ん
な
男
が
付
近
を
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
た
」
な
ど
思
い
当
た

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
１
１

０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
回
警
察
職
員
採
用
【
大
卒
程

度
】
に
つ
い
て

　
警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
ま
た
は
警
察
本
部
へ
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本

TEL

問
鳳

TEL

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
項
に
注
意
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

共
済
期
間

４
月
１
日
㈪
〜
平
成
26
年
３
月

31
日
㈪

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
ど
な

た
で
も
年
齢
に
制
限
な
く
加
入

で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き

今
年
度
末
に
来
年
度
の
申
込
用
紙

を
市
役
所
か
ら
区
長
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。
所
要
事
項
を
記
入

し
、
掛
け
金
を
添
え
て
区
長
へ
申

し
込
み
を
す
る
か
、
直
接
市
内
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
な
ど
で
申
込
用
紙
が

届
か
な
い
方
は
、
防
災
安
全
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
地
域
整
備
課

　
　
　
23
‐
1
9
8
4

　

平
成
25
年
度
か
ら
山
吉
田
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

を
、
左
記
料
金
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

使
用
料
に
つ
い
て

①
利
用
者
が
市
内
居
住
者
（
市
内

に
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
者

ま
た
は
所
在
す
る
団
体
を
言

う
。
以
下
同
じ
）
以
外
の
も
の

で
あ
る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ

の
表
に
掲
げ
る
使
用
料
の
１
．

５
倍
の
額
と
す
る
。

②
利
用
者
が
市
内
居
住
者
で
あ

り
、
か
つ
、
営
利
を
目
的
と
す

る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ
の
表

に
掲
げ
る
使
用
料
の
２
倍
の
額

と
す
る
。

③
利
用
者
が
市
内
居
住
者
以
外

で
、
か
つ
、
営
利
を
目
的
と
す

る
場
合
の
使
用
料
は
、
こ
の
表

に
掲
げ
る
使
用
料
の
３
倍
の
額

と
す
る
。

利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

申
し
込
み
は
、「
山
吉
田
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
申
込

書
」
を
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（　
34
‐
０
０
０
４
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
納
入
に
つ
い
て

使
用
料
金
納
入
は
、「
山
吉
田
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
申

込
書
」
に
基
づ
き
、
市
か
ら
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
指
定
金
融
機
関
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

「
新
城
北
設
楽
交
通
災
害
共
済
」

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告イベント盛りだくさん!! ３月３日㈰９：００～

３月４日～8日まで、施設メンテナンスのため、休館とさせていただきます。
※詳細はお問い合わせ下さい。

全館無料サービス（浴場大人のみ入湯税１５０円）
音楽演奏会、アクアビクス無料体験、みんなで一緒に健康体操など

ありいな感謝デー

鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1605　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

TEL

　
区
分

体
育
室

１
０
０
円

１
０
０
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
料
（
１
時
間
あ
た
り
）

問
本

TEL

問
消

TEL

問
TEL

新
城
警
察
署
だ
よ
り

本



さ

、
ん

こ
た
じ
感
を
」
け
や
胸
「

お
ぞ
み
　？
か
ん
せ
ま
り
あ
は
と

が
感
快
不
た
し
と
リ
チ
リ
チ
に
り
辺
の
ち

道
食
ら
か
胃
、
は
状
症
る
れ
ば
呼
と
け
や

刺
を
膜
粘
の
道
食
、
が
酸
胃
た
し
流
逆
に

、
き
と
の
こ
。
す
ま
り
こ
起
で
と
こ
る
す
激

合
場
る
い
て
き
起
が
症
炎
に
膜
粘
の
道
食は

、

ま
れ
さ
断
診
と
」
炎
道
食
性
流
逆
「。

す

な
的
表
代
の
炎
道
食
性
流
逆
は
け
や
胸
　

道
食
が
物
容
内
胃
や
液
胃
、
が
す
で
状
症

し
が
じ
感
る
す
流
逆
へ
中
の
口
、
ど
の
や

や
ち
お
ぞ
み
、
は
に
か
ほ
。
す
ま
り
あ
も

、
り
た
じ
生
が
み
痛
な
う
よ
る
け
焼
に
ど
の

な
る
じ
生
が
れ
が
声
、
感
和
違
の
ど
の
な

れ
こ
は
で
在
現
。
す
ま
り
あ
が
状
症
の
ど

て
し
と
念
概
患
疾
な
的
括
包
を
状
症
の
ら

Ｒ
Ｅ
Ｇ
（
症
流
逆
道
食
胃
「

）
Ｄ

呼
と
」

。
す
ま
び

、
や
方
の
向
傾
満
肥
、
は
症
流
逆
道
食
胃
　

甘
や
後
酒
飲
、
た
ま
。
す
で
徴
特
が
の
い

、
後
た
べ
食
を
の
も
い
多
の
脂
・
の
も
い

言
と
い
す
や
出
が
状
症
と
る
な
に
横
ぐ
す

。
す
ま
い
て
れ
わ

ら
え
考
と
気
病
い
多
に
者
齢
高
は
前
以
　

の
慣
習
活
生
の
年
近
、
が
た
し
ま
い
て
れ

い
伴
に
化
米
欧

、
20

代
歳

や
30

若
の
代
歳

。
す
ま

に
療
治

　

、
は

害
阻
プ
ン
ポ
ン
ト
ロ
プ
「

は
に
薬
の
ら
れ
こ
。
す
ま
れ
さ
用
使
が
薬

こ
、
り
あ
が
き
働
る
え
抑
を
泌
分
の
酸
胃

。
す
ま
し
く
く
に
り
こ
起
を
症
炎
て
し
ら

の
方
の
く
多
、
く
高
に
常
非
は
果
効
の
薬

で
が
と
こ
る
え
抑
を
状
症
な
快
不
、
合
場

す
用
併
と
薬
た
し
う
こ
、
た
ま
。
す
ま
き

や
薬
る
す
護
保
を
膜
粘
の
道
食
、
で
形
る

発
活
を
動
運
の
胃
、
薬
る
す
和
中
を
酸
胃

。
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
す
用
使
を
薬
る
す
に

善
改
の
活
生
常
日
、
は
症
流
逆
道
食
胃
　

前
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
れ
さ
和
緩
も
で

ル
ベ
、
み
力
の
時
便
排
、
や
勢
姿
の
み
屈

い
重
、
け
付
め
締
の
腹
お
る
よ
に
帯
や
ト

昇
上
を
圧
腹
、
は
為
行
の
ど
な
つ
持
を
物

と
因
原
る
な
く
す
や
し
流
逆
が
酸
胃
せ
さ

物
食
の
で
内
胃
、
り
た
め
高
を
泌
分
の
酸

逆
り
よ
に
と
こ
る
な
く
長
が
間
時
滞
停
の

ま
し
意
注
で
の
る
な
く
す
や
り
こ
起
が
流

が
と
こ
い
な
ら
な
に
横
ぐ
す
後
食
、
と
こ

増
を
泌
分
の
酸
胃
、
は
食
過
。
す
で
切
大

、
め
た
る
せ
さ
昇
上
を
圧
の
内
胃
、
し
や

食
夕
に
特

は
    

ど
ほ
ど
ほ

に
     

２
後
食
、
き
だ
た
い
て
し

が
け
や
胸
に
き
と
る
寝
。
い
さ
だ
く
て
け

夕
、
け
避
は
事
食
の
前
る
寝
、
は
方
い
強

し
少
を
体
上
、
て
し
に
目
な
少
は
量
の
食

き
向
横
。
す
で
的
果
効
と
る
寝
て
し
く
高

る
寝
て
し
に
下
を
側
右
、
は
合
場
る
寝
に

め
勧
お
は
寝
せ
ぶ
つ
う
、
が
す
で
い
よ
と

。
ん
せ
ま
き
で

の
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
し
意
注
に
後
最
　

が
胃
や
ん
が
道
食
と
症
流
逆
道
食
胃
、
は

上
以
。
す
で
と
こ
る
い
て
似
が
状
症
の
ん

視
内
度
一
、
は
方
る
あ
が
状
症
な
う
よ
の

勧
お
く
強
を
と
こ
る
れ
ら
け
受
を
査
検
鏡

。
す
ま
し
め

」
症
流
逆
道
食
胃
「
す
ま
い
て
え
増

科
療
診
合
総
　
院
病
民
市

長
医

村
中

 

平
一

　
　
　
　
　
　

修
監

　
か
な

 

ら
む

 
 

　

　

い

ぺ

　

23 -  

2
5
8
7

課
務
総
院
病
民
市
問
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第

話
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●
●
●
●

●
●
●
●

せ
ら
知
お

費
療
治
妊
不
般
一

度
制
成
助

　
　

）
請
申
要
（

の
診
健
児
幼
乳
ら
か
月
４

す
ま
し
更
変
を
齢
年
象
対

診
検
ん
が

て
い
つ
に
業
事
進
推

　
　

診
検
ん
が

て
い
つ
に
業
事
進
推

　
　

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
！
意
注

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
！
意
注

」
い
な
ら
つ
う
「

！
に
め
た
」
い
な
さ
つ
う
「◆

を
い
が
う
、
い
洗
手
に
め
ま
こ

◆◆

ク
ス
マ
、
は
き
と
る
出
が
き
せ

◆

良
の
ス
ン
ラ
バ
と
眠
睡
な
分
十

３

　

月
11

施
実
前
午

　㈪
日

※

施
実
日
一
み
の
ん
が
乳

が
乳
・
ん
が
宮
子
・
ん
が
腸
大

　

ん

　※
40

は
診
検
ん
が
乳
の
方
の
代
歳

影
撮
ン
ゲ
ト
ン
レ
の
向
方
二

　

　ん
が
腸
大

　

         

円
０
０
３

　ん
が
宮
子

　

         

円
０
０
８

ん
が
乳

　

  
　
　

 

円
０
０
３
，
１

（
40

０
０
４
，
１

　代
歳

）
円

※

、
は
診
検
ん
が
団
集
の
度
年
今

。
す
ま
り
な
に
後
最
が
れ
こ

　

方
の
齢
年
の
象
対
、
を
帳
手
診
検

子
、
ん
が
乳
。
た
し
ま
し
付
送
に

３
は
ん
が
宮

月
30

期
効
有
が
㈯
日

３
は
ん
が
腸
大
。
す
で
限

月
11
日早

お
。
す
で
日
出
提
の
後
最
が
㈪

。
い
さ
だ
く
用
利
ご
に
め

３

　

月
13

㈬
日時

９
前
午

　

11
時

発
の
ん
さ
子
お
の
で
ま
前
学
就

　

心
て
い
つ
に
児
育
・
育
発
・
達

　

、
に
象
対
を
方
る
あ
が
と
こ
な
配

　

談
相
別
個
る
よ
に
員
談
相
理
心

　

３

　

月
12

㈫
日

午

　

前
10

ど
な
習
実
理
調
、
動

　

不
に
活
生
で
ど
な
病
の
ろ
こ
こ

　

方
る
い
て
じ
感
を
安

　※

な
に
催
開
同
合
の
と
区
地
手
作

。
す
ま
り

　

３

　

月
22

㈮
日

９
前
午

　

時
15
分

11
時
30
分

平

　

成
24

者
護
保
の
そ
と
児
乳
の

　　

12
組

、
ン
ロ
プ
エ
、
帳
手
康
健
子
母

　

、
茶
お
、
ル
オ
タ
、
け
か
れ
だ
よ

　

具
用
記
筆

　

療
治
妊
不
般
一

　

(

・
精
受
外
体

・
査
検
妊
不
く
除
を
精
受
微
顕

　

療
治
妊
不

　

)

の
用
費
る
す
要
に

。
す
ま
し
成
助
を
部
一

　

不
般
一
、
し
有
を
所
住
に
内
市

　

所
間
年
の
婦
夫
け
受
を
療
治
妊

　

の
満
未
円
万
０
３
７
が
額
金
得

　

方

　

度
限

額

円
万
５
　間

期
成
助

年
２

　

平

　

成
24

平
ら
か
月
３
年

成
25
年、

を
額
担
負
己
自
の
で
ま
月
２

　

だ
く
て
し
請
申
に
で
ま
末
月
３

　

。
い
さ

　※

セ
健
保
城
新
、
は
容
内
い
し
詳

。
い
さ

　

通
別
個
は
に
ん
さ
子
お
の
当
該

　

来
従
が
期
時
象
対
、
が
す
ま
し
知

だ
く
意
注
ご
で
の
す
ま
り
な
異
と

。
い
さ

室
教
帰
復
会
社

）
込
申
要
（ 談

相
理
心
児
幼

）
込
申
要
（

診
検
ん
が
団
集

）
込
申
要
（

検 

診

相 

談
教 

室

室
教
食
乳
離
み
か
み
か

）
込
申
要
（

お知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

申時内￥ 所

内対

時内
所
申

問
申

時内対
所
申時対持 定

所
申

健診名

4月からの
対象年齢

満4カ月
(変更なし)

満4カ月
(変更なし)

満1歳6カ月

平成23年9月生
→3月

平成23年10月生
→5月

平成23年3月生
→4月

平成23年4月生
→8月

平成22年3月生
→4月

平成22年4月生
→8月

満２歳３カ月 満３歳３カ月

受診対象月

4カ月児健診 1歳6カ月児
健診

2歳児
歯科健診 3歳児健診

2013.3広報しんしろ 14
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皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

『いちご大福』

今月の旬な食材

　主に紅ほっぺ、ゆめのかが栽
培され

ている。紅ほっぺは大玉でジュ
ーシー、

ゆめのかは果皮が硬く、日持ち
する。

食育推進キャラクター「べにひめ」

　キュートな女の子。いちごのついた
ヤリに刺された相手は恋する甘酸っぱ
い気持ちになる。

いちごいちごいちご
☆作り方☆

☆材料☆（６個分）
切り餅
いちご
あずきあん

砂糖
水
片栗粉

…５個（200ｇ）
………………６個

………150ｇ

………30～50ｇ
…………小さじ１
…………適宜

①あずきあんを耐熱皿に広げて入れ、600ｗ
の電子レンジに５分かける。

②いちごのへたを取り、あんで包んでおく。
③耐熱ボウルに切り餅、水小さじ１を入れ、
600ｗの電子レンジに４分かける。

④餅が柔らかくなったら砂糖を加え、麺棒に
水を付けて餅つきをする。

⑤ひとまとめになった餅を、薄く片栗粉をひ
いたバットに移す。

⑥手早く６個に餅生地をちぎって、いちごを
包む。

レシピ：新城市食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

　郷土の歴史を一緒に楽しく学
んでみませんか。
３月16日㈯　午後２時
設楽原歴史資料館
　22‐0673
「設楽原の戦いの検証」
資料館学芸員　湯浅大司
３００円（資料代）

郷土研究会月例会
文化課　　23‐7655問 TEL

TEL

時

内

講

所

￥

　毎年恒例の春の市民茶会といけばな諸流展を開催
します。お茶とお花で春を感じてみてはいかがで
しょうか。

いけばな諸流展
３月９日㈯
午前９時～午後５時
３月10日㈰
午前９時～午後４時
文化会館展示室
無料

春の市民茶会
３月10日㈰
午前10時～午後３時
文化会館
301講習室　煎茶賣茶流
和室　松尾流
お茶券二席　８００円
当日券一席　５００円
（券取扱・茶華友の会）
今泉☎23‐3266

春の市民茶会と
いけばな諸流展

時

所

￥

時

所

￥

市文化協会　　　23‐7656問 TEL

　新町地区まちづくり協議会が、新桜通りを歩行
者天国にしてフェスタを開催します。
 ブラスバンドやよさこい踊りのほか、もち投げ
など楽しい催しがいっぱいです。また、チンドン
屋も登場します。皆さん、ぜひお越しください。

３月31日㈰
午前11時～午後２時

※雨天中止 
新桜通り（県新城設楽総合庁舎西側道路）
プレイベントとし
て、新桜通りを竹の
灯篭で照らす「花灯
路」をフェスタ開催
１週間前から行いま
す。午後７時から９
時までロウソクの明
りに揺らめく陽光桜
をお楽しみくださ
い。

新桜通りふぇすた有機農業講座
～夏野菜の育て方～ 新町地区まちづくり協議会

都市計画課　　23‐7640問

問

TEL本

3月16日㈯
午前10時～正午
新城文化会館　304会議室
有機栽培における夏野菜の栽培管
理の基本
45人

※定員になり次第、締め切り
500円（資料代）

後援　新城市

時

所

内

定

￥

MOA自然農法鳳来普及会
　　32‐0235（夏目徳也）

問

TEL FAX

ゆ   あさ だい   じ

再発見！
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本
市
と
浜
松
市
の
境
を
つ
く
る

雨
生
山
周
辺
で
産
出
し
、
国
内
で

も
有
数
の
大
き
な
結
晶
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
異
剝
石
の
正
式
な
鉱
物
名
は
透

輝
石
と
言
い
ま
す
。
透
輝
石
は
普

通
に
は
薄
く
剝
が
れ
な
い
性
質
の

鉱
物
で
す
が
、
特
定
の
個
体
に

限
っ
て
、
あ
る
結
晶
面
に
平
行
に

割
れ
や
す
く
、
平
ら
な
破
断
面
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
異
剝
石
は
結
晶
が
大
き
く
、
葉

片
状
に
薄
く
剝
が
れ
、
真
珠
光
沢

ま
た
は
金
属
光
沢
を
示
し
ま
す
。

剝
が
れ
方
が
不
規
則
な
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
雨
生
山
は
中
生
代
の
斑
レ
イ
岩

や
カ
ン
ラ
ン
岩
、
蛇
紋
岩
で
で
き

て
い
ま
す
。
斑
レ
イ
岩
、
カ
ン
ラ

ン
岩
は
マ
ン
ト
ル
と
い
う
地
下
深

所
で
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

火
成
岩
で
す
。
マ
ン
ト
ル
が
上
昇

し
て
で
き
た
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大

陸
プ
レ
ー
ト
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の

下
に
潜
り
込
も
う
と
す
る
と
き

に
、
一
部
が
付
加
体
と
し
て
取
り

残
さ
れ
、
地
上
に
姿
を
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
異
剝
石
は
こ
う
し
た
地
球
規
模

の
大
地
の
活
動
の
中
で
、
あ
る
条

件
が
重
な
っ
て
で
き
た
貴
重
な
鉱

物
と
言
え
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

異
剝
石

い
　
　
　
は
く
　
せ
き

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

う
　 

ぶ
　
さ
ん

と
う

き
　
せ
き

市
指
定
天
然
記
念
物
「
昭
和
33
（
1
9
5
8
）
年
４
月
１
日
指
定
」

時

所

他

よう こうざくら

はな とう

ろう

中宇利の雨生山で産出した異剝石
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1月12日㈯

1月12日㈯

　寒空の中、新年恒例の消防出初式が桜淵い
こいの広場で行われ、消防署、消防団、自衛
消防隊、女性防火クラブ、千郷中学校少年消
防クラブなど約450人、車両28台が参加し
ました。今年は県防災ヘリコプターの飛来、
特別演技として千郷分団・東郷分団による階
梯操法、千郷中学校少年消防クラブによる軽
可搬ポンプを使った消火訓練、消防署による
放水訓練や参加機関の勇壮な分列行進が行わ
れました。

平成２５年
新城市消防出初式

1月13日㈰
　文化会館大ホールで成人式が行われ、新成人506
人の門出を祝いました。式典では、昨年度の成人代表
から「二十歳の灯火」が受け継がれ、決意を新たにし
ました。また、会場の至る所で同級生との再会を喜ぶ
歓声があがり、将来の夢を語り合っていました。

５0６人の門出、
決意を胸に

分列行進

階梯操法

　文化会館小ホールで市内の小・中学
生、高校生の21組32人がそれぞれの
思いを力強く発表しました。内容は、
将来の夢、友達や家族のことなど、ど
の発表も説得力ある素晴らしいもので
した。

聞いてください
私の話

1月20日㈰
　過去最多2,870人が年齢や性別など
31部門に分かれ、健脚を競い合いま
した。今大会は、穂の国ハーフマラソ
ンで2年連続優勝の林 育生さんを招待
選手としてお迎えし、県内外から来た
ランナーと力走していました。

新城マラソンで
健脚競う

1月27日㈰
　のんほいルロットで長篠陣太鼓
（中学生の部）の皆さんが演奏を
し、その力強い演奏は多くの来場
者を魅了しました。

力強い太鼓演奏
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ecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topics

環境課  　　　23‐7677／　 23‐8388

生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

申 本

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
布
製
ソ
フ
ァ
ー
（
３
人
掛
け
用

　
と
コ
ー
ナ
ー
１
点
）

・
机
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
）

・
ベ
ビ
ー
布
団
セ
ッ
ト
（
２
・
３
歳
用
）

22
‐
0
5
2
1

22
‐
0
5
5
4

clean-center@
city.shinshi

ro.lg.jp

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

生
活
衛
生
課
あ
て

em TELFAX

　
市
で
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
循
環

型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
21
年
９
月
、
市
の

公
用
車
と
し
て
初
め
て
電
気
自
動
車
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
導
入
し
た
電
気
自
動
車
は
、
１
回
の

充
電
で
１
６
０
㎞
（
カ
タ
ロ
グ
数
値
）

の
走
行
が
可
能
で
、
一
般
家
庭
で
も
通

常
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
手
軽
に
充
電
で
き

ま
す
。
１
０
０
％
電
気
で
走
る
の
で
、

走
行
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排

出
は
ゼ
ロ
、
静
か
な
の
に
力
強
く
、
キ

ビ
キ
ビ
走
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
導
入
か
ら
約
３
年
５
カ
月
間
の
走
行

距
離
は
１
４
，6
0
8
㎞
で
、
公
用
車

と
し
て
の
使
用
以
外
に
、「
ツ
ー
ル
・

ド
・
新
城
」「
つ
く
で
祭
り
」「
Ｊ
Ａ
ま

つ
り
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
展

示
や
、
市
内
小
学
校
な
ど
で
の
温
暖
化

教
室
と
併
せ
た
体
験
乗
車
会
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
間
の
充
電
に
用
い
た
電
力

使
用
量
は
約
２
，１
7
０
ｋ
ｗ
ｈ
で
、

電
気
代
は
約
7
0
，０
０
０
円
に
な
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
概
算
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ

ン
車
と
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
約

40
％
、
走
行
に
か
か
る
費
用
は
今
ま
で

の
合
計
で
、
約
６
６
，０
０
０
円
お
得

に
な
る
計
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ご
み
は
ど

う
し
て
も
出
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回
の

講
座
で
は
、
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化

す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
そ
の
必
要

性
、
皆
さ
ん
が
実
践
し
や
す
い
方
法
な

ど
に
つ
い
て
「
ご
み
減
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
代
表
北
井
弘
さ
ん
に
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
紙
ご
み
の
減
量

化
・
紙
類
の
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
、「
今
以
上
に
ご
み

問
題
に
認
識
を
持
っ
て
、
行
動
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
市
民
環
境
講
座
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、「
ご
み

減
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ご
み
ゼ
ロ
ネ
ッ
ト
大
阪
理

事
、
大
阪
ご
み
減
量
推
進
会
議
幹

事
、
政
策
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
な

ら
・
未
来
」
副
代
表
幹
事
、
大
阪
工

業
大
学
非
常
勤
講
師

　

昭
和
34
年
栃
木
県
生
ま
れ
。
早
稲

田
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
出
版
社
勤

務
を
経
て
独
立
。
月
刊
「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
）、「
月
刊
廃
棄
物
」

（
日
報
ア
イ
ビ
ー
）、「
企
業
と
人
材
」

（
産
労
総
合
研
究
所
）
な
ど
で
執
筆
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
集
め
て
使
う
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
職
員
と
し
て
「
そ
の

他
紙
製
容
器
包
装
」「
ご
み
有
料
化
」

な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
、「
牛
乳

パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
事
例
集
」
な
ど

の
作
成
を
手
が
け
る
。
平
成
22
年
１

月
、
ご
み
減
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設

立
し
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
の
活

動
支
援
を
目
的
と
し
て
全
国
で
講
演

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

〜
ム
ダ
な
電
気
は
元
か
ら
断
と
う
〜

　
コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
し
て
い
る
電
気
機

器
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
間
も
ス

イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
す
ぐ
に
使
え
る
よ

う
、
常
に
少
量
の
電
力
を
消
費
し
て
い

ま
す
。
こ
の
待
機
時
消
費
電
力
は
、
一

般
家
庭
で
使
う
年
間
電
力
の
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
休
暇
が
続
い
た
年
末
年
始

期
間
中
に
、
市
役
所
と
市
内
10
事
業
者

が
協
力
し
、
身
近
な
省
エ
ネ
や
温
暖
化

防
止
対
策
に
つ
な
が
る
、
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
く
（
オ
フ
す
る
）
運
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

な
お
、
協
力
事
業
者
名
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

　
市
の
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
毎

年
発
行
す
る
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の

環
境
（
平
成
24
年
度
版
）」を
作
成
し

ま
し
た
。
市
の
環
境
の
取
り
組
み
や
報

告
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

報
告
書
は
、

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
新
城
図
書
館（
ふ
る
さ
と
情
報
館
）」

「
環
境
課（
市
民
体
育
館
一
階
）」

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環
境
課
で

行
う
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
･
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
で
も
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
へ
の
ご
意
見
・
ご

要
望
の
宛
て
先

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　

環
境
課

23
‐
7
6
7
7
（
直
通
）

23
‐
8
3
8
8

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

「
電
気
自
動
車
」運
転
状
況
の
お
知
ら
せ

「
年
末
年
始
コ
ン
セ
ン
ト
オ
フ

運
動
」の
結
果
を
報
告
し
ま
す

「
新
城
市
の
環
境（
平
成
２４
年

度
版
）」を
作
成
し
ま
し
た

◆
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
多
発

減らそう! 紙ごみ
～ごみを減量、資源化するために必要なこと～

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

き
た 

い　

 

ひ
ろ
し

北
井 

弘　
氏

平成25年1月末までの
走行距離

電力使用量（200V・30A）

CO２削減は、41カ月間で約1,300㎏。これは、
2Lのペットボトル約351,000本分のCO２の量です
※ガソリン車：燃費15㎞/ℓ、ガソリン単価：140円/ℓとして
　計算しています。

充電用の電気料金（概算）

CO２排出量（電気使用分）

CO２排出量
（ガソリン車の場合）

14,608㎞

2,170.6kWh

70,359円

920.3kgCO２

2,261.0kgCO２

電気自動車の走行実績

「ツール・ド・新城」でのＰＲの様子
（平成24年7月7日）

【算定方法】CO２１㎏=540L（20℃） 約200㎏×540L÷2L=54,000本

市役所と市内協力
10事業者の合計

節約した電力

項　目

削減したCO２の量

電気代に換算した節約額

ガソリン換算量

384.3kWh

199.1 kg-CO２

6,552円

85L

年末年始コンセントオフ運動の結果

※年末年始期間だけの取り組みで、２Lのペットボ
トル約54,000本分のCO２を削減した結果となり
ました。

em TELFAX
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昨
年
末
か
ら
今
年
１
月
半
ば
に
か
け

て
、
市
内
で
４
件
の
多
量
な
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
が
発
生
し
ま
し
た
。
不

法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
し
か

し
、
投
棄
者
が
不
明
な
場
合
、
そ
の
撤

去
は
原
則
、
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者

が
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
身
近
な
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
ぐ
る
み

で
目
を
光
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

不
審
な
状
況
ま
た
は
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
投
棄
さ
れ
た
物
の
種
類
、
場

所
、
特
徴
（
投
棄
者
が
特
定
で
き
る
も

の
な
ど
）
を
確
認
し
、
警
察
や
生
活
衛

生
課
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年度　第３回「市民環境講座」を開催します。

聴講は無料です。
どなたでも参加できます。

３月20日㈷
午後２時～４時
文化会館小ホール

日 時

場 所



市内の交通事故状況市内の交通事故状況

、
は
集
募
の
人
求
と
し
探
事
仕
おい

。

。
す
で
料
無
て
べ
す
め
た
の

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お
　

へ
者
望
希
接
面
、
談
相
の
事
仕

　

歴
履
、
介
紹
の

・
書

ど
な
書
歴
経

ス
イ
バ
ド
ア
方
き
書
の
類
書
種
各

を
集
募
の
人
求
　

ど
な
社
会
る
い
て
し
　
　
　

人
求
、
み
込
し
申
の
集
募
人
求

　

談
相
る
す
関
に
件
条

22 -  

0
6
1
1

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

1
月 

中

累
計
1

在
現
末
月

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

市内の交通事故状況市内の交通事故状況
区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

1
月 

中

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

25年

24年

増減

16

11

5

0

0

0

18

18

0

18

18

0

83

70

13 ク

城
新

取り扱い求人数

Job placem
ent office SH

IN
SH

IR
O

平成24年度　親子交通安全標語　優秀作品

「運転中
        心も電話も
　　　　マナーモード」

毎週月～金曜日 （要予約）

３／４㈪ 午前９時  （要予約）

３／４㈪ 午前10時  （要予約）

３／14㈭ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

３／１㈮ 午前９時30分～10時30分 （母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日 午前９時～午後5時（要予約）

３／14㈭ 午前10時～午後３時  ※11日㈪ 正午までに要予約

３／22㈮ 午前10時～午後３時  ※19日㈫ 正午までに要予約

３／13㈬、27日㈬ 午後１時～４時（要予約）

３／７㈭ 午後１時～４時

３／21㈭ 午後１時～４時

３／11㈪ 午後１時～４時

３／８㈮ 午後１時～４時

３／13㈬ 午前10時～正午

３／８㈮、22㈮ 午前10時30分～午後２時30分

３／21㈭ 午後6時～8時

３／５㈫、12日㈫、19日㈫、26日㈫ 
午後１時～４時　受付は3時30分まで

３／21㈭ 午前10時～午後4時　※正午～午後１時は休憩

３／８㈮  午後１時～４時

３／12㈫ 午後１時～４時

３／21㈭ 午後１時～４時

３／26㈫ 午前10時～午後３時  ※年金の代理請求は委任状必要

３／16㈯  午前９時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館研修室

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新 城 保 健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

作手保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

23-8551

23-8551

37-2839

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1983

23-7625

23-7640

※平成24年12月末現在

2013.3広報しんしろ 22

相 談 名 と 　 き と こ ろ 申し込み・問い合わせ

（千郷東保育園　森田 龍矢）

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談3月の

編
集
後
記

新
ら
か
号
月
４
の
年
昨
　

紙
表
に
方
の
会
協
術
美
城

ま
き
て
し
い
願
お
を
絵
の

ら
か
ル
ネ
ン
ト
桜
。
た
し

表
山
寺
来
鳳
、
て
建
屋
釜

の
季
四
の
城
新
で
ま
道
参

ら
飾
に
媚
明
光
風
が
景
風

う
と
が
り
あ
。
た
し
ま
れ

永
に
常
。
た
し
ま
い
ざ
ご

編
で
ち
持
気
の
版
存
保
久

ん
さ
皆
。
す
ま
い
て
し
集

。
い
さ
だ
く
て
し
読
愛
も

安
高
　
課
報
広
書
秘

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

看護・介護…
販売・営業…

117人
57人

事　  務…
製　  造…

全 職 合 計 ………574人

18人
68人

2013.3広報しんしろ23
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告



◆第24回◆

新城城址

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
５

月
21
日
の
夕
方
、
激
し
い
戦
い

の
幕
が
よ
う
や
く
下
ろ
さ
れ
ま

し
た
。
織
田
・
徳
川
連
合
軍
の

圧
倒
的
な
勝
利
で
し
た
。

　

し
か
し
、
両
軍
と
も
に
と
て

も
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
戦

い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
場
に

住
む
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、

戦
死
者
を
埋
葬
し
て
い
る
間
に

信
長
や
家
康
、
勝
頼
は
新
た
な

国
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
し
た
。

◆
信
長
の
感
想

　

戦
い
の
後
に
信
長
は
家
臣
に

宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
戦
い
の

勝
ち
っ
ぷ
り
を
か
な
り
大
げ
さ

に
書
い
て
い
ま
す
。
よ
ほ
ど
、

こ
の
戦
い
の
勝
利
が
嬉
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

信
長
に
と
っ
て
、
長
篠
・
設

広
報
し
ん
し
ろ

平
成
25
年
３
月
号

発
行
　
新
城
市
役
所
・
編
集
　
秘
書
広
報
課

〒
4
4
1-

1
3
9
2
　
愛
知
県
新
城
市
字
東
入
船
6-

1

　
0
5
3
6-

23 -

7
6
2
3
　
　
0
5
3
6-

23 -

7
2
9
6
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楽
原
の
戦
い
は
、
単
に
武
田
軍

を
打
ち
破
っ
た
だ
け
で
な
く
、

自
領
の
東
側
を
守
る
家
康
の
独

立
を
助
け
、
信
長
自
身
は
そ
の

矛
先
を
中
国
地
方
へ
と
向
け
、

天
下
統
一
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
と
な
っ
た
戦
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。

◆
勝
頼
の
気
持
ち

　

こ
れ
に
対
し
て
、
戦
い
の
後

の
勝
頼
の
率
直
な
気
持
ち
が
分

か
る
よ
う
な
資
料
は
残
念
な
が

ら
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
残
さ

れ
て
い
る
資
料
か
ら
は
戦
い
に

大
敗
し
た
こ
と
を
知
っ
た
家
臣

た
ち
に
心
配
を
し
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
、
彼
ら
の
動
揺
を
抑

え
よ
う
と
す
る
勝
頼
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
勝
頼
は
こ
の
戦
い
を
契
機
に
、

信
玄
以
来
守
り
通
し
て
き
た
支

配
体
制
を
転
換
し
、
勝
頼
を
中

心
と
し
た
中
央
集
権
的
な
国
づ

く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
武

田
家
を
支
え
て
き
た
家
臣
た
ち

の
不
満
を
募
ら
せ
、
武
田
家
滅

亡
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
き
ま

す
。

◆
長
篠
か
ら
新
城
へ

　

武
田
軍
の
猛
攻
に
耐
え
抜
い

た
長
篠
城
。
家
康
は
長
篠
城
を

守
っ
て
い
た
奥
平
貞
昌
に
、
か

ね
て
か
ら
の
約
束
通
り
、
自
ら

の
娘
亀
姫
を
嫁
が
せ
ま
す
。
奥

平
家
を
徳
川
方
に
引
き
付
け
て

お
く
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
政
略

結
婚
で
し
た
が
、
二
人
は
五
人

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
い
ず
れ

の
子
た
ち
も
家
康
の
孫
と
し
て

徳
川
家
と
奥
平
家
を
支
え
る
人

材
と
し
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

貞
昌
は
戦
い
の
二
か
月
後
に

信
長
を
訪
れ
、
長
篠
籠
城
の
功

績
を
た
た
え
ら
れ
「
信
」
と
い

う
一
文
字
を
与
え
ら
れ
、
信
昌

と
名
を
改
め
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究

で
は
「
信
」
と
い
う
一
文
字
は

武
田
晴
信
（
信
玄
）
か
ら
元
服

の
際
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

　

武
田
の
脅
威
が
去
っ
た
と
み

た
家
康
は
、
奥
平
信
昌
に
新
城

築
城
を
命
じ
ま
す
。
川
の
位
置

や
平
地
と
し
て
の
広
が
り
な
ど

の
地
形
や
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
の
事
を
考
え
、
今
の
新
城
小

学
校
の
場
所
に
、
新
し
い
城
を

築
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

戦
い
の
翌
年
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
に
新
し
い
城
が

完
成
し
、
奥
平
信
昌
、
亀
姫
夫

妻
が
入
城
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
お
城
が
、
今
の

「
新
城
」
と
い
う
地
名
の
始
ま

り
に
も
な
り
ま
す
。

【それぞれの戦いの後】【それぞれの戦いの後】

～長篠から新城へ～～長篠から新城へ～
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